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論文コンセプトや論文構成や執筆を自分でやりました。しかし、Chum salmon egg の論文で
は吉野先輩が実験をやられ、私が横で習っていました。 











































① 題名がWound-healing ですが、論文のメイン内容を表していないのではないでしょうか？ 
答え：はい、データとして割合的な多くが Oxidative stress です。 
Bioinformatics では論文情報を抽出し、論文のタイトルにすることがあります。 
 

















古典的な電気整理データ(millisecond)とナターリアがやられている Virtual data 
analysis とどう付き合わせるのかこれからの課題です。 
 
副査 仙石徹先生 コメント： 
アルブチンが皮膚を通過するかどうかとのことを調べれば面白いと思います。 
 
 
以上の審査及び質疑応答結果により博士（医学）の学位授与に値すると判断された。 
